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映像配信サービス「FOD」について
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基幹サービス「FOD」では約1500番組/1万5千話の映像作品と4万タイトル/15万冊の電子書籍・コミックを配信中。
現状、自社テレビ番組：他社作品＝1:1程度だが、他社作品やオリジナル作品を更に強化していく予定。
月間ユニークユーザ：300-400万人 有料会員数：約８０万人

無料 ADVOD 地上波無料見逃し配信 「FOD＋７（プラスセブン）」
配信オリジナル作品

有料 有料会員 SVOD
（月額定額課金）

FODプレミアム（全ジャンル） 約13,000話（2016年8月サービスイン）
アニメ見放題（ノイタミナ作品＋他社作品） 約1,500話
競馬予想TV！

TVOD
（月額自動継続

ポイントコース）

地上波ドラマ・バラエティ 約8,000話
BS/CSドラマ・バラエティ
映画（他社作品を含む） 約7,000話
アニメ（他社作品を含む）
電子書籍・コミック 約15万冊
FODオリジナル作品

LIVE配信 有料課金：フジテレビ ONEsmart TWOsmart NEXTsmart

有料会員見放題 電子雑誌 78誌

FOD事業の概要
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無料広告型サービスの事例
～FODプラスセブン（放送番組のキャッチアップサービス）～

地上波番組の放送終了直後から約1週間、広告付のVODサービスを提供
普段テレビを観ないユーザーとフジテレビを結ぶ重要な「接点」であり、録画を含めた新たな視
聴者開拓の重要なツール。現状、約20番組を配信中。

 ＴＶ所有率は、２０代以下では８５％に低下。さらに、２０代のＴＶ利用率（１ヶ月に１分
以上利用）は、８５％に留まる。⇒スマホへのシフト顕著

 ＴＶを所有していない、もしくは、普段ＴＶを見る習慣のない若年層への「接点」として
の機能

 インターネット上にフジテレビの番組に触れる機会を作ることで、将来的なＴＶ画面で
の接触機会（録画視聴を含む）を増加させ、放送ビジネスを強化する。
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今後の収益化ゾーン

HDレコーダーによる録画視聴
（主にテレビ画面）

リアルタイム視聴
（主にテレビ画面）

現在の収益化ゾーン

VOD視聴
（主にスマートフォン/PC利用）

番組データ
視聴者属性・視聴履歴データ

収益化ゾーン内での回遊

積極的なデータ取得・分析

テレビ事業との関係について （今後の方向性）
 世帯視聴率から“トータルリーチ（数）”への移行
 広告主や視聴者のニーズを的確を把握し、収益モデルの確立目指す

無料広告型サービスの事例
～FODプラスセブン（放送番組のキャッチアップサービス）～
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民放共通プラットフォーム「 TVer」との関係について

 民放共通配信プラットフォームTVerは、アプリのダウンロード総数が約
500万件となるなど、引き続き堅調推移。

 TVerにおいてプラスセブン（＋７）を視聴するユーザーも増えており、プラ
スセブンを含め、フジテレビの配信ビジネス全体に好影響。

 引き続き、テレビ番組と視聴者/ユーザーとの新たな接点の一つとして、
アンテナショップ的な役割を担うことを期待しているほか、違法動画対策
としての効果にも着目。

無料広告型サービスの事例
～FODプラスセブン（放送番組のキャッチアップサービス）～
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視聴者属性・視聴履歴等の把握/分析
⇒DMP （Data Management Platform）の構築

視聴者属性等によりCMを出し分ける機能を開発・運用

初回再生時に①生年月 ②性別 ③郵便番号 のアンケートを実施

視聴者属性・視聴履歴の利活用事例
～FODにおけるDMP構築による広告営業の強化等～
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非放送コンテンツ関連サービスの拡充事例
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非放送コンテンツ関連サービスの拡充事例①
～FODにおけるコミック配信・雑誌配信～
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 2015年2月より電子コミックの配信サービス開始
現在、40,000タイトル、150,000冊を配信中（都度課金方式）
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 2015年7月より雑誌の配信サービス開始。
FODの月額有料会員向けの無料サービス。現在約80誌。
今後、ラインナップを更に充実させる予定。



非放送コンテンツ関連サービスの拡充事例②
～年間300時間程度の配信オリジナル作品を制作～

地上波等
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非放送コンテンツ関連サービスの拡充事例③
～分散型ニュースメディア“ホウドウキョク”～
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分散型ニュースメディア
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